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中等教育における物理の指導法



























































































































mgh)と，最下点での運動エネルギー K(＝ mv2)を求めさせ，K/Uの値が 1 に近ければ，力
学的エネルギーが保存したことが確かめられるようになっている。


























































































































































せている問題は，2004 年 1 月
に行われた，大学入試センタ


































答 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 計
① 10 9 14 10 5 5 7 60
② 3 1 1 0 0 2 1 8
③ 0 0 0 0 0 0 0 0
④ 0 0 0 0 0 0 1 1
⑤ 0 0 0 1 0 1 0 2
⑥ 1 0 0 0 0 2 0 3
⑦ 0 0 0 0 0 0 0 0
⑧ 4 4 6 4 4 10 9 41
① 56% 64% 67% 67% 56% 25% 39% 52%
② 17% 7% 5% 0% 0% 10% 6% 7%
③ 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
④ 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 1%
⑤ 0% 0% 0% 7% 0% 5% 0% 2%
⑥ 6% 0% 0% 0% 0% 10% 0% 3%
⑦ 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%































きも，3 力のつり合いの作図からはじめ，3 力がつり合うとき，3 力の作用線が 1 点で交わっ
ていることを確認してから，上記の説明を行うことにしている。
解答方法が選択肢の問題は，このような誤答分析を行い易い。そのため，大学入試センター
試験の過去問を有効に利用している。3 年生にセンター試験の過去問を解かせるとき，全て
の生徒の解答を，コンピュータで読み取らせ，誤答分析を行っている。ここ数年のセンター試
験では，物理の全範囲が試験範囲になっているため，生徒が理解しにくい分野や，間違えやす
い内容を知ることができる。定期考査のように，記述式の問題でも，問題毎に正答率を集計し
ているので，生徒が理解しにくい項目が見えてくる。生徒の理解が足りないのは，教員の教え
方に問題があるかを検証し，授業法の改善につなげている。
このように，問題を解かせたときに，生徒がどのように考え，間違えてしまうのかを分析し，
自分の指導法の改善につなげていくことの大切さを，教員になることを目標としている学生に，
指導していくことが，必要であると考えている。試験の結果を，教員は有効に利用しなければ
ならない。
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４．終わりに
今回は，長年の教員生活で実践してきた，「実験を通して生徒の探究心を育てる」試みと，
「試験を通した指導法の改善」について，まとめてみた。
「実験を通して生徒の探究心を育てる」試みをはじめたのは，25 年くらい前からである。
生徒実験では，生徒が主体的に活動できる。生徒に提示する実験方法は，可能な限りシンプル
にし，生徒が工夫できる部分を多くしている。生徒の発想は柔軟であり，生徒から学ぶことも
多い。実験の失敗から学ぶことの大切さも，教えている。実験の失敗を分析し，実験方法を改
善し，実験成功への道を，一歩一歩進めることを経験させる。大学に進学し，社会に出たとき
に行う実験は，自分で実験方法を考え，まだ誰も行ったことのない実験をすることが多くなる。
自分で考えた実験方法を少しずつ改善し，よい実験結果を得ていかなければならない。社会に
出ると，実験が失敗することが多く，実験の改善が大切になることも，生徒には話をしている。
実験では，パソコンの利用も多く行っており，パソコンの可能性を学ばせるために，レポー
トはデジタルファイルで提出させている。パソコンへのハードルを低くするために，各実験毎
に，レポート用のシートを用意している。このレポート用のシートは，提示した実験方法に対
応させている。はじめの頃の実験では，Excel の中に実験結果のデータを入れると，計算も自
動的に行い，グラフまで自動的に描いてくれるように作っている。パソコンで処理できる可能
性を，最大限見せることによって，パソコンの可能性を生徒に理解させるためである。実験の
回数を重ねるに従って，シートの完成度を下げている。Excel の中に数式を入れることや，グ
ラフを書かせ，近似曲線も書かせる方法など，徐々に学習させ，パソコンに体するスキルが上
がっていくことを目指している。卒業後に遊びに来たときに，大学で役に立っていると話をし
てくれる生徒も多くいる。
試験結果の分析も，センター試験の過去問ではマークシートを利用し，授業中にも行えるよ
うにしている。生徒が解いた直後に，なぜそのような誤答に至ったかを示すことによって，生
徒自身の理解度が向上するからである。授業中に，十分な分析を行えない問題も多く，そのよ
うな問題は授業後に時間を掛けて分析している。分析結果によって，授業方法が悪いと思った
ときは，授業方法の改善に取り組んでいる。
これからも，生徒が主体的に活動できる生徒実験を，大いに活用していきたい。また，試験
の分析も継続し，教育法の改善につなげていきたい。
180
